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平
成
27
年
が
皆
様
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い

年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
心
か
ら
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。

　
地
方
創
生
、
教
育
の
再
生
、
国
の
安
全
策
、

発
展
に
向
け
て
今
年
は
大
事
な
年
に
な
り
ま

す
。

　
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
が
進
む
中
で
、

今
ま
で
の
国
が
決
め
て
き
た
画
一
的
な
方
法

で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
が
主
体
性
を

持
ち
、
地
域
に
合
っ
た
施
策
を
考
え
る
。
地

元
の
英
知
を
結
集
し
魅
力
あ
る
ふ
る
さ
と
を

創
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
東
京
一
極
集
中
を
是

正
す
る
策
も
進
め
ら
れ
ま
す
。
た
つ
の
市
・

太
子
町
が
さ
ら
に
魅
力
あ
る
ま
ち
に
な
る
よ

う
私
も
力
を
尽
く
し
ま
す
。

　
教
育
に
つ
い
て
は
、
放
課
後
や
土
曜
日
を

活
用
し
地
域
で
子
ど
も
達
を
育
て
る
「
共
育
」

を
充
実
さ
せ
、
日
本
人
で
良
か
っ
た
、 

そ
し

て
自
分
が
住
ん
で
い
る
地
域
に
「
愛
着
」
と
「
誇

り
」
を
持
て
る
よ
う
な
教
育
の
実
現
に
向
け

て
更
に
頑
張
り
ま
す
。

　
１
月
17
日
に
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
ご
臨

席
を
仰
ぎ
兵
庫
県
公
館
で
行
わ
れ
ま
し
た

「
１

.

17
の
つ
ど
い－

阪
神
・
淡
路
大
震
災
20

　
12
月
２
日
の
開
会
日
に
は
、
条
例
改
正
な
ど
の
議
案
が
上
程
さ

れ
、
井
戸
知
事
が
提
案
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
説
明
に
先
立
ち
知

事
は
、
去
る
11
月
13
日
に
急
逝
さ
れ
た
貝
原
俊
民
前
知
事
の
ご
冥

福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
前
知
事
の
願
い
で
あ
っ
た
「
創
造

的
復
興
」
を
継
続
し
、
こ
れ
を
成
し
遂
げ
る
た
め
、
一
層
の
努
力

を
重
ね
て
い
く
こ
と
を
表
明
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
国
に
お
い
て
「
地
方
創
生
」
関
連
法
案
が
可
決
さ
れ
、

年
内
を
目
標
に
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
と
総
合
戦
略
の
策
定
が
進
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
県
で
も
、
兵
庫
県
版
の
戦
略
を
策
定
し
、

人
口
減
少
の
克
服
と
東
京
一
極
集
中
打
破
に
向
け
、
果
敢
に
取
り

組
ん
で
い
く
と
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
社
会
保
障
関
係
費
の
自
然
増
な
ど
に
よ
り
、
財
政
環
境

が
一
層
厳
し
く
な
る
と
見
込
ま
れ
る
新
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ

て
は
、
国
の
地
方
財
政
対
策
や
予
算
編
成
の
動
向
を
十
分
見
極
め

な
が
ら
、
選
択
と
集
中
を
一
層
徹
底
し
、
第
３
次
行
革
プ
ラ
ン
に

基
づ
く
改
革
の
取
組
を
着
実
に
推
進
し
、
県
民
と
と
も
に
描
い
た

将
来
の
夢
「
創
造
と
共
生
の
舞
台
・
兵
庫
」
の
実
現
に
向
け
、
県

民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
施
策
に
取
り
組
ん
で
行
く
と
述
べ
ま
し
た
。

知
事
提
案
説
明

　
12
月
５
日
の
本
会
議
で
は
、

各
会
派
を
代
表
し
て
３
人
の

議
員
が
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
８
日
と
９
日
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
か
ら
10
人
の
議

員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し

た
。

　
各
議
員
か
ら
は
、
地
方
創

生
に
向
け
た
取
組
、
認
知
症

対
策
、
子
育
て
支
援
環
境
の

整
備
、
地
域
産
業
の
創
出 ･

発
展
、
ま
ち
づ
く
り
対
策
、

「
ひ
ょ
う
ご
教
育
創
造
プ
ラ

ン
」
の
取
組
や
交
通
事
故
防

止
対
策
な
ど
、
広
範
囲
に
わ

た
る
県
政
の
課
題
や
施
策
に

つ
い
て
質
問
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

代
表
・
一
般
質
問

山
口
晋
平

年
追
悼
式
典－

」
に
出
席
し
ま
し
た
。

　「
伝
え
る
・
備
え
る
・
活
か
す
」
未
曾
有
の

災
害
か
ら
得
た
経
験
と
教
訓
を
発
信
・
実
践
す

る
た
め
20
年
の
節
目
に
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
企

画
さ
れ
て
い
ま
す
。
南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
・
山

崎
断
層
大
地
震
も
想
定
し
、
我
々
の
防
災
減
災

意
識
を
醸
成
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　
そ
の
他
に
も
地
場
産
業
の
発
展
、
新
産
業
の

創
出
も
必
要
で
す
。
農
業
の
大
転
換
期
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
県
議
に
な
り
も
う
す
ぐ
１
年

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の

方
々
と
の
出
会
い
・
交
流
の
中
で
、
新
し
い
発

見
も
多
く
自
分
の
未
熟
さ
と
同
時
に
や
り
が
い

を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
議
員
活
動
と
は
別
で
す
が
「
播
磨
掃
除

に
学
ぶ
会
」
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
ト
イ
レ
掃

除
で
す
が
参
加
す
る
た
び
に
新
し
い
発
見
「
学

び
」
が
あ
り
ま
す
。「
凡
事
徹
底
」
の
難
し
さ

を
痛
感
し
て
い
ま
す
。
自
分
に
厳
し
く
、
今
年

も
頑
張
り
ま
す
。

　
次
代
を
見
据
え
、
県
議
と
し
て
地
元
の
為
に

今
年
も
精
進
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
指
導
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

第２号

2015年 早春

会 期 ２月16日(月)～３月20日(金)

予算委員会 ３月２日(月)～３月17日(火)

２月26日(木)、本会議にて一般質問します。

　また予算委員会では各部局に対し質問

をする予定です。

　皆さんのご意見を県政に反映させるた

め、ご意見ご要望ございましたら是非ご

提案ください。よろしくお願いします。

２月定例県議会

▼

昨
年
の
決
算
委
員
会
の
様
子

12
月
定
例
県
議
会
の
概
要

今
回
の
定
例
県
議
会
で
可
決
し
た
主
な
議
案
な
ど

次
の
５
件
の
条
例
案
を
可
決
し
ま
し
た

▼
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等

　
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
委
員
会
の
委
員
等
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

　
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
に
係
る
事
務
処

　
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　
る
条
例

▼
兵
庫
県
営
住
宅
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

　
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を

　
改
正
す
る
条
例

　
　
県
人
事
委
員
会
か
ら
の
勧
告
に
基
づ
き
、

　
　
給
料
表
の
改
定
や
期
末
・
勤
勉�

手
当
の

　
　
引
き
上
げ
を
行
う
と
と
も
に
、
来
年
度
か

　
　
ら
は
国
に
準
じ
て
給
料
表
の
引
き
下
げ
を

　
　
行
う
も
の

計
６
件
の
案
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
平
成
26
年
度
兵
庫
県
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
衆
議
院
議
員
総
選
挙
及
び
最
高
裁
判
所
裁

　
　
判
官
国
民
審
査
に
要
す
る
経
費
22
億
円
余
、

　
　
及
び
職
員
等
の
給
与
改
定
に
要
す
る
経
費

　
　
75
億
円
余
に
つ
い
て
補
正
予
算
を
編
成
す

　
　
る
も
の
。

計
29
件
の
案
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す

▼
社
会
福
祉
法
人
に
関
す
る
事
務
の
受
託
の
廃

　
止
に
関
す
る
協
議

　
　
市
が
処
理
す
べ
き
社
会
福
祉
法
人
に
関
す

　
　
る
指
導
監
督
等
の
事
務
に
つ
い
て
、
関
係

　
　
市
の
体
制
が
整
う
ま
で
の
間
と
し
て
い
た

　
　
受
託
期
限
が
到
来
す
る
た
め
、
そ
の
受
託

　
　
を
廃
止
す
る
も
の

▼
県
道
路
線
の
認
定

▼
武
庫
川
上
流
浄
化
セ
ン
タ
ー
用
地
の
処
分

▼
県
営
伊
丹
西
野
第
６
住
宅
第
４
期
建
築
工
事

　
請
負
契
約
の
変
更

▼
兵
庫
県
防
災
行
政
無
線(

衛
星
系)

Ｖ
Ｓ
Ａ
Ｔ

　
設
備
更
新
工
事
請
負
契
約
の
締
結

▼
一
般
国
道
１
７
８
号
浜
坂
道
路
対
田
第
１
・

　
第
２
ト
ン
ネ
ル
工
事
請
負
契
約
の
締
結

▼
主
要
地
方
道
三
木
宍
粟
線
粟
田
橋
上
部
工
事

　
請
負
契
約
の
締
結

▼
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
（
兵
庫
県

　
立
尼
崎
青
少
年
創
造
劇
場
）

▼
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
（
阪
神
・

　
淡
路
大
震
災
記
念
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
）

▼
専
決
処
分
の
承
認
（
損
害
賠
償
額
の
決
定
）

　
　
県
立
加
古
川
医
療
セ
ン
タ
ー
の
医
療
事
故

　
　
に
係
る
損
害
賠
償
額
に
つ
い
て
承
認
を
求

　
　
め
る
も
の

条
　
例

予
算
案
件

そ
の
他
の
議
決
案
件

凡
事
徹
底
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◆昭和52年11月10日

◆たつの市龍野町島田生まれ

◆龍野市立小宅小学校

◆龍野市立龍野東中学校

◆兵庫県立龍野高等学校（48回生）

◆鳥取大学教育学部 総合科学課程理数情報

　コース卒業

◆平成12年7月より、衆議院議員 山口つよし

　秘書を務める

　　家族：妻、長男

　　趣味：読書、テニス

　　血液型：B型

　　好きな言葉：一期一会

◆平成26年4月 兵庫県議会たつの市及び

　揖保郡選挙区補欠選挙にて初当選。

◆現在 警察常任委員

山口晋平事務所
〒679-4121 たつの市龍野町島田 29-1

TEL 0791-65-1919 　FAX 0791-60-1126

検　索山口晋平　ブログ

何でも

ご意見ください
E-mail

shimpei1110＠gmail.com

新年文化交流会にて 網干警察署にて 龍野警察署にて 警察常任委員会にて

たつの市新年交礼会にて 皆と一緒に餅つき 成人式にて

馬場(揖保川町)コスモス祭りにて

消防出初式にて

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
20
年
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
震
災
直
後
の

臨
時
会
で
可
決
さ
れ
た
こ
の
決
議
か
ら
20
年
、
県
議
会
で
も
、
復
興
に
向

け
た
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
大
震
災
の
経
験
や
教
訓
を

忘
れ
る
こ
と
な
く
、
次
な
る
大
災
害
へ
備
え
る
た
め
に
も
、
兵
庫
県
議
会

に
お
け
る
震
災
直
後
の
主
な
対
応
に
つ
い
て
振
り
返
り
ま
す
。

阪
神
淡
路
20
年

―
 

１
・
17 
は
忘
れ
な
い ―

 

平
成
７
年
１
月
17
日 
午
前
５
時
46
分

 

「
兵
庫
県
南
部
地
震
」
発
生

２
月
定
例
会
の
審
議
日
程
の
変
更

　
　
２
月
15
日
か
ら
会
期
31
日
間
で
予
定
さ
れ

　
て
い
た
２
月
定
例
会
は
、
予
算
特
別
委
員
会

　
を
設
け
ず
、
会
期
を
15
日
間
に
短
縮
し
て
２

　
月
28
日
か
ら
開
催
。
こ
の
定
例
会
で
は
、
４

　
会
派
に
よ
る
代
表
質
問
と
８
議
員
に
よ
る
一

　
般
質
問
が
行
わ
れ
、「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に

　
係
る
被
災
者
救
援
対
策
と
復
興
対
策
の
強
化

　
を
求
め
る
意
見
書
」
な
ど
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
　
ま
た
、
平
成
７
年
度
当
初
予
算
は
、
常
任

　
委
員
会
と
本
会
議
で
集
中
審
議
の
う
え
可
決

　
さ
れ
、
総
額
３
兆
２
３
６
５
億
円
、
平
成
６
、

　
７
年
度
予
算
を
通
じ
た
一
連
の
震
災
対
策
費

　
は
１
兆
２
４
２
３
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

議
員
報
酬
の
減
額

　
　
震
災
か
ら
の
復
旧
、
復
興
事
業
な
ど
本
県

　
の
財
政
状
況
、
県
内
外
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　
ア
等
多
く
の
無
償
支
援
な
ど
を
考
慮
し
て
、

　
議
員
報
酬
の
10
％
減
額
を
全
議
員
一
致
で
決

　
定
し
、
議
員
発
議
に
よ
る
条
例
改
正
を
行
い

　
ま
し
た
。

議
員
の
任
期
延
長

　
　
兵
庫
県
議
会
議
員
の
任
期
は
、
本
来
、
平

　
成
７
年
４
月
29
日
ま
で
、
選
挙
日
程
は
４
月

　
９
日
投
票
の
予
定
で
し
た
が
、
「
阪
神
・
淡

　
路
大
震
災
に
伴
う
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の

　
議
員
及
び
長
の
選
挙
期
日
等
の
臨
時
特
例
に

　
関
す
る
法
律
」
成
立
に
よ
り
、
任
期
は
平
成

　
７
年
６
月
10
日
に
延
長
、
選
挙
日
程
は
６
月

　
11
日
投
票
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

各
会
派
代
表
者
会
議
の
招
集

　
　
震
災
翌
日
の
１
月
18
日
に
急
遽
開
催
。
被

　
害
状
況
や
今
後
の
議
会
日
程
な
ど
を
協
議
し
、

　
特
別
委
員
会
の
設
置
を
決
定
し
ま
し
た
。

災
害
対
策
特
別
委
員
会
の
設
置

　
　
１
月
20
日
、
申
し
合
わ
せ
に
よ
り
災
害
対

　
策
特
別
委
員
会
を
設
置
。
５
月
17
日
ま
で
の

　
計
10
回
に
渡
り
、
被
害
状
況
の
把
握
や
当
面

　
の
救
助
、
復
旧
対
策
な
ど
に
つ
い
て
、
16
名

　
の
委
員
が
熱
心
に
調
査
・
審
査
を
行
い
ま
し

　
た
。

全
常
任
委
員
会
の
開
催

　
　
１
月
25
日
、
地
震
発
生
当
日
及
び
翌
18
日

　
に
開
催
予
定
で
あ
っ
た
常
任
委
員
会
を
一
斉

　
開
催
。
各
常
任
委
員
会
に
お
い
て
震
災
の
被

　
害
状
況
の
報
告
を
聴
取
し
ま
し
た
。

臨
時
会
の
開
催

　
　
１
月
29
日
、
臨
時
の
県
議
会
を
招
集
。
地

　
方
自
治
法
第
一
一
〇
条
に
基
づ
く
特
別
委
員

　
会
と
し
て
災
害
対
策
特
別
委
員
会
の
設
置
を

　
決
定
し
、
「
平
成
七
年
兵
庫
県
南
部
地
震
災

　
害
か
ら
の
復
興
と
特
別
法
の
制
定
等
に
関
す

　
る
意
見
書
」
な
ど
を
可
決
し
ま
し
た
。

災
害
関
係
予
算
の
専
決
処
分

　
　
１
月
29
日
の
臨
時
会
閉
会
後
、
２
月
定
例

　
会
開
会
ま
で
に
、
災
害
関
係
の
補
正
予
算
を

　
知
事
に
よ
り
専
決
処
分
。
議
会
も
、
被
災
者

　
救
援
の
た
め
の
予
算
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
２

　
月
定
例
会
に
お
い
て
専
決
処
分
を
承
認
し
ま

　
し
た
。

　
①
応
急
仮
設
住
宅
、
炊
き
出
し
、
食
品
の
供

　
　
与
等
生
活
支
援
対
策

　
　
　
総
額
７
４
１
億
９
４
０
０
万
円

　
②
災
害
義
援
金
等
総
額
１
０
２
億
円

昨年 4月の補欠選挙翌日、猪澤さんと

　
晋
平
く
ん
が
県
会
議
員
候
補
と
し
て
立
候
補
を
決
意
し
て
１
年
、
瞬
く
間
に

月
日
は
経
ち
ま
し
た
。

　
皆
様
の
お
か
げ
で
当
選
さ
せ
て
い
た
だ
き
一
回
り
人
物
が
大
き
く
な
っ
た
よ

う
に
感
じ
る
の
は
私
だ
け
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
代
議
士
秘
書
と
し
て
培
っ
た

人
脈
、
交
渉
力
は
い
か
ん
な
く
発
揮
さ
れ
、
個
人
ブ
ロ
グ
を
頻
繁
に
更
新
し
大

い
に
活
躍
さ
れ
て
い
る
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
た
つ
の
、
太
子
、
市
町
民
の
皆
様
の
期
待
に
応
え
る
べ
く
寸
暇
を
惜
し
ん
で

東
奔
西
走
、
全
力
疾
走
を
し
て
い
る
思
い
が
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ら
れ
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
姿
を
見
る
と
皆
様
と
も
ど
も
県
会
に
送
っ
て
よ
か
っ
た
な
あ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
私
個
人
と
い
た
し
ま
し
て
は
世
代
も
自
分
た
ち
の
息
子
と
同
世
代
で
あ
り
親

が
子
供
を
慈
し
む
よ
う
な
感
情
も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
１
年
大
き
く
成
長
し

育
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
若
い
ゆ
え
に
知
識
の
吸
収
も
早
く
行
動
力
も
素
晴
ら
し

い
人
物
で
す
。

　
私
の
職
業
は
農
業
で
す
が
、
今
農
政
は
大
き
な
問
題
を
前
に
、
多
難
な
時
期

を
迎
え
て
お
り
県
農
政
の
方
針
が
私
ど
も
農
家
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

彼
は
実
家
が
農
業
を
営
ん
で
い
る
こ
と
も
あ
り
私
ど
も
農
業
者
の
心
情
を
よ
く

理
解
し
て
く
れ
て
県
農
政
の
情
報
を
素
早

く
伝
達
し
て
く
れ
た
り
、
そ
の
情
報
を
も
と
に
ア

ド
バ
イ
ス
を
し
て
く
れ
た
り
と
新
人
ら
し
か
ら
ぬ

活
動
に
驚
い
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
皆
様
の
お
世
話
に
な
り
目
標
に
向
か
っ

て
頑
張
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
私
が
期
待
す
る
こ

と
は
、
急
が
ず
あ
わ
て
ず
、
健
康
で
腰
を
落
ち
着

け
て
活
動
し
て
ほ
し
い
、
あ
な
た
の
背
中
に
は
何

万
と
い
う
期
待
の
瞳
が
見
つ
め
て
い
ま
す
よ
。

猪
澤
　
敏
一

山
口
晋
平
く
ん
に
期
待
す
る

山
口
晋
平
く
ん
に
期
待
す
る


